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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成25年２月期において、下記のとおり特別損失を計上することとなりました

ので、その概要をお知らせいたしますとともに、平成24年10月５日及び11月12日に公表し

た業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社の保有する固定資産について将来の

回収可能性を検討した結果、12店舗に対する減損損失合計33百万円を特別損失に計上い

たします。 

 

２．業績予想の修正 

 
平成25年２月期通期個別業績予想数値の修正(平成24年３月１日～平成25年２月28日) 

(単位：百万円) 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ) 7,282 505 477 247 285円55銭

今回修正予想(Ｂ) 7,087 442 422 169 195円17銭

増減額(Ｂ－Ａ) △195 △62 △55 △78 － 

増減率(％) △2.7 △12.4 △11.6 △31.6 － 

(ご参考)前期実績 

(平成24年２月期) 
7,084 521 517 58 

6,941円41銭

(69円41銭)

※平成24年５月28日付で、普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。そこで、当該株式分割

に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を( )内に記載しております。 

 

修正の理由 

 売上高につきましては、フードサービス事業は予想どおりに推移しましたが、リユース事業

においては前事業年度よりも増加したものの、新規出店に伴い既存店の人員体制の整備が十分

確立できず既存店の買取力低下を招いたこと、前事業年度における金相場の高騰が一段落した

ことにより貴金属の売上、買取が減少したこと等の要因があり、当事業年度売上高は予想より

も下回りました。その結果、トータルで前回公表予想を下回り7,087百万円（前事業年度比0.0％



 

 

増）となりました。全般的な粗利率改善、経費削減に努めたものの、営業利益、経常利益、当

期純利益につきましても当初の予想より下回る見通しとなりました。 

 さらに当期純利益につきましては、上記のとおり固定資産の減損損失を特別損失に計上する

必要性が出てきたこと、税務上の資本等が10億円を超えたことによる法人住民税の均等割の区

分変更で税金費用が当初予想よりも約18百万円増加する等の要因もあり、前回公表予想よりも

30％以上下回る見通しとなりました。 

 以上を踏まえ、通期の業績予想数値を上記のとおり修正することといたしました。 

 なお、期末配当予想の１株当たり70円に変更はありません。 

 
※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したも

のであります。実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があ

ります。 

以 上 


